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1.はじめに
　Delphi/400 のバージョン XE3 以降で
は、VCL（Visual Component Library）
フレームワークとは別に、FireMonkey
という新しいフレームワークが搭載され
るようになった。
　Delphi/400 は、VCL を 使 用 し た
Windows クライアント上で実行できる
アプリケーション開発に長年利用されて
いるが、この新しい FireMonkey フレー
ムワークを使用すれば、iOS や Android
用のモバイル開発も可能である。
　そのため FireMonkey はモバイル開
発専用として使われることが多いが、実
はWindowsやMacといったデスクトッ
プ OS 向けの開発にも対応しており、
iOS/Android と合わせて合計 4 つのプ
ラットフォームに対応するマルチデバイ
ス開発機能を持っている。
　本稿では、これまで主に VCL を使用
してアプリケーションを開発している方
を対象に、Windows アプリケーション
開発で役立つ FireMonkey のポイント

を解説する。

2．FireMonkeyとは
2-1　FireMonkeyの概要
　FireMonkey を説明する前に、まず
従来のVCLの特徴を確認する。VCLは、
Windows アプリケーション開発専用の
フレームワークであり、Windows API
をラッピングしたものである。【図 1】
　開発者は、VCL コンポーネントと
RTL（ランタイムライブラリ）と呼ば
れるモジュールを使用して開発する。
VCL コンポーネントは、Windows API
をラッピングしているので、Windows
に用意されたすべての機能を活用でき
る。
　これに対して FireMonkey フレーム
ワークは、マルチデバイス向けの開発を
目的としたフレームワークである。
VCL のように Windows に機能特化し
ていないものの、複数の OS 向けに汎用
的なアプリケーションを開発できる。
　またさまざまな OS 上で表示可能にす

るため、グラフィック処理装置（GPU）
を使用している。Windows の場合は
DirectX、Mac の場合は OpenGL、iOS
やAndoridの場合はOpenGL ESといっ
た GPU 用 API をラッピングしており、
各 OS で共通的な機能を活用できる。

【図 2】
　各 OS に用意されたすべての機能を標
準で活用できるわけではないが、特定の
OS に特化しない仕組みが、マルチデバ
イス対応を実現する根幹となっている。
　FireMonkey の場合、GPU を活用す
るフレームワークなので、とくに 3D グ
ラフィック処理が優れている。また 2D
でも、VCL では表現できないようなビ
ジュアルやアニメーションなどの表示も
可能である。なお、VCL と同様に RTL
を使えるので、たとえば IntToStr 関数
等 Delphi/400 で利用している関数や手
続きは、VCL と同じように使用できる。

2-2　�FireMonkey に最適なアプリケー
ション

　PC アプリケーション開発での、従来
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の VCL と FireMonkey との使い分けを
考えてみる。もしクライアント PC の対
象が Windows だけでなく、Mac が含
まれるのであれば、FireMonkey が必
要 と な る。 た だ し dbExpress や
FireDAC といったデータベースエンジ
ンの IBM i 用ドライバーは、Windows
専 用 と な る の で、 中 間 サ ー バ ー

（DataSnap サーバー）を使用した 3 階
層形式での実装となる。【図 3】
　もちろんクライアントが Windows だ
けであれば、FireMonkey でも VCL と
同様の C/S 形式で開発できる。
　FireMonkeyが最適なアプリケーショ
ンとしては、キーボードを持たないタブ
レット PC 用アプリケーションや、画像
等のビューア系アプリケーション、デジ
タル・サイネージに代表される情報系ア
プリケーションなどが挙げられる。

【図 4】
　これらのアプリケーションは、キー
ボードでの情報入力ではなく、情報の参
照がメインとなる。こうしたアプリケー
ションの開発は、視覚的な効果が活かせ
るグラフィック処理に長けた FireMonkey
が最適といえる。
 

3．�VCLとFireMonkey
の違い

3-1　コンポーネントの違い
　FireMonkey のプログラム開発手順
は VCL 同様、次の 4 つの手順で実施す
る。
　
①プロジェクトの新規作成
②フォームにコンポーネントを配置
③配置したコンポーネントにプロパティ

を定義
④イベントハンドラにロジック作成

　言語としてはどちらも ObjectPascal
を使用しているので、Delphi/400 開発
者は VCL 同様のプログラミングスキル
で開発できる。
　VCL と FireMonkey との違いの 1 つ
は、使用するコンポーネントの種類が異
な る 点 で あ る。FireMonkey に は、
VCL と同じ名前のコンポーネントも多
数あるが、完全に同じではなく、設定や
使用方法が若干異なる。以下に代表的な
違いを挙げる。

　まずコンポーネント全般の違いとし
て、VCL では表示文字列を Caption、
入力文字列を Text プロパティで扱う
が、FireMonkey ではどちらも Text プ
ロパティで扱う。またコンポーネントの
位置を指定する Left、Top プロパティ
は、FireMonkey で は Position.X,Y プ
ロパティに相当する。
　このように同じ機能でも、プロパティ
の異なる場合があるので注意が必要であ
る。【図 5】
　次に、画面作成に多用する TEdit に
ついて詳しく比較してみる。これもいく
つかの機能や使用方法が異なっている。
　【図 6】にいくつかの違いを挙げてい
るが、たとえば VCL にある CharCase
プロパティには、FireMonkey で相当
するプロパティが存在しないので、個々
の文字が入力された時に発生するイベン
ト（OnChangeTraking）でロジックを
記述する必要がある。
　また VCL における Color プロパティ
は、R（赤）、G（緑）、B（青）の 3 原
色で表されるが、FireMonkey の Color
プロパティは、RGB に加え、A（透過度）
という要素を持つので、半透明な色も表
現できる。
　最後に、Font プロパティの違いを説
明する。VCL の場合はフォントのサイ
ズがポイント単位（1 ポイントが 1/72
インチ）であるが、FireMonkey の場
合はデバイス非依存ピクセル（DIP）単
位（1DIP が 1/96 インチ）である。し
たがって、同じ Font.Size 値を持つ場合、
FireMonkey のほうが文字が小さくな
る。

3-2　�FireMonkey 独自のコンポーネン
ト機能

　次に、FireMonkey 独自の機能につ
いて説明する。VCL にもコンポーネン
トの親子関係があるが、フォーム以外で
親 と な り え る コ ン ポ ー ネ ン ト は、
TPanel や TGroupBox などのコンテナ
コンポーネントに限定されている。
　しかし FireMonkey の場合は、あら
ゆるコンポーネントを親子関係にでき
る。た と え ば、TButton の 子 と し て
TImage を使用することで、TBitBtn
のような機能を実現したり、TEdit の子
に TLabel を 使 用 す る こ と で、
TLabeledEdit のような機能を実現でき

る。【図 7】
　このようにコンポーネントの親子関係
を使用して独自の組み合わせが可能なの
で、よく使用する組み合わせはコンポー
ネントテンプレートに登録しておけば、
ツールパレットからいつでも利用でき
る。
　また FireMonkey のコンポーネント
はすべてグラフィック描画により実現し
ているので、表示のカスタマイズ機能に
長 け て い る。FireMonkey 独 自 の
RotationAngle プロパティは、コンポー
ネントを表示する角度を自由に指定でき
る。【図 8】
 　データベースアプリ開発では、VCL
の場合、TDBEdit や TDBGrid などデー
タベース連結コンポーネントを使用する
ことが多い。しかし、FireMonkey には
データベース連結コンポーネントが存在
しない。そのため、TEdit や TStringGrid
などを使用することになる。
　ただし Delphi/400 には、LiveBinding
という仕組みが用意されているので、こ
の機能を使用するとデータベース連結コ
ンポーネントと同様の実装が可能であ
る。【図 9】

4．�FireMonkey画面作
成のポイント

4-1　�フォームレイアウトとコンポーネ
ントの配置

　VCL でフォームレイアウトを作成す
る場合、TForm 上に直接コンポーネン
トを配置して作成する。この時に配置さ
れたコンポーネントは、Left,Top プロ
パティにより固定位置に配置される。も
ちろん FireMonkey でも、Position.X,Y
プロパティを同様に定義することで、同
じような固定配置による作成が可能であ
る。
　しかし従来の解像度を基準に作成した
固定のフォームレイアウトは、近年の高
解像度ディスプレイや Mac などで使用
される Retina ディスプレイ上では見え
づらいことも多い。【図 10】
　ビジュアル機能に優れた FireMonkey
で は、Layouts カ テ ゴ リ に あ る
TLayout というレイアウトコンポーネ
ントを使用することで、解像度によって
画面を自動調整するようなアプリケー
ションも開発できる。【図 11】
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Effectに用意されたTriggerプロパティ
を設定すればよい。【図 19】
　TGlowEffect 以外にも、影の効果を
生む TShadowEffect や、反射効果を生
む TReflectionEffect、波模様効果を生
む TWaveEffect など多彩な効果があ
る。
　次にアニメーション効果だが、これは
プロパティの値を連続的に変化させる仕
組みのことである。時間の経過に合わせ
てプロパティの値を変化させることで、
動きをつけられる。
　アニメーション効果は、ソースコード
を使用して任意のタイミングで開始／終
了したり、Effect と同様、トリガーに
より実行できる。
　アニメーション効果の代表的なコン
ポーネントは、TFloatAnimation であ
る。これは数値型プロパティに関連付け
ることで、数値を連続的に変化させられ
るコンポーネントである。【図 20】
　シンプルなアニメーション効果の例と
して、フォーム上に貼り付けたコンポー
ネントの移動を説明する。
　フォーム上にボタンを配置し、ボタン
の Positon.X プ ロ パ テ ィ に 対 し、

「TFloatAnimation の新規作成」を選択
する。すると FloatAnimation に対する
プ ロ パ テ ィ 設 定 が で き る の で、
StartFromCurrent プロパティを True
に、StopValue プ ロ パ テ ィ を 300 に、
Duration プロパティを 2 に、最後に
Trigger プ ロ パ テ ィ を ”IsPress ＝
True”に設定する。
　プログラムを実行してボタンをクリッ
クすると、ボタン自体が右側にアニメー
ションで移動できる。【図 21】
　このようにいろいろなプロパティ値の
操作で、プログラムからアニメーション
効果を実現できる。
　Effect 効果とアニメーション効果を
それぞれ説明したが、もちろんこれらの
組み合わせも可能である。最後に、組み
合わせた例を説明する。
　発光効果である TGrowEffect の発光
度合いは、Softness プロパティで設定
できるが、この Softness プロパティに
対し、TFloatAnimation を設定できる。

【図 22】
　ボタンをクリックした時、エラー
チェックとして項目がブランクだったら
発光するアニメーションを実行するよう

　 グ リ ッ ド の 列 情 報 を 保 持 す る
ColumnCollection、行情報を保持する
RowCollection、グリッドに配置される
コ ン ポ ー ネ ン ト 情 報 を 保 持 す る
ControlCollection を使用してフォーム
レイアウトを作成する。エクセルのよう
に列ごとの幅や行ごとの高さを指定し
て、セル結合などを行いながら表を調整
できる。【図 15】
　フォームレイアウトが決まったら、次
はその中に配置する各コンポーネントを
検討する。コンポーネントを固定配置す
る場合、位置を Position.X,Y プロパティ
で指定し、大きさを Width,Height プロ
パティで指定する。
　この場合、フォームの大きさが変わっ
ても、コンポーネントの位置やサイズは
変わらない。フォームの大きさが変わっ
た時に、コンポーネントの配置を調整す
るには、配置を定義するプロパティを使
用すればよい。具体的には、Align プロ
パティ、Margins プロパティ、Padding
プロパティの 3 つである。
　Align プロパティは、親コンポーネン
トに対し整列するためのもので、VCL
にも同名のプロパティが存在する。
FireMonkey の Align プロパティも同
様の機能だが、VCL よりも多くのオプ
ション値が用意されている。【図 16】
　また Margins プロパティはコンポー
ネント間の余白をピクセル単位で指定
し、Padding プロパティは親コンポー
ネントから子コンポーネントまでの距離
をピクセル単位で指定する。【図 17】
　これらを設定すると、画面比率の異な
る環境で実行した時にも、コンポーネン
トの表示が最適に調整できる。

4-2　Effect とアニメーション効果
　FireMonkey はグラフィック処理に
長けたフレームワークであり、画面の表
示効果にさまざまな機能が用意されてい
る。その代表が、Effect 効果とアニメー
ション効果である。以下に、それぞれの
ポイントを説明する。
　Effect 効果とは、コンポーネントに
対する画像効果のことである。たとえば、
TEdit の子に TGlowEffect を配置する
と、入力欄にグロー（発光）効果を適用
できる。【図 18】
　このエフェクト効果だが、効果を有効
にする条件（トリガー）も指定できる。

　TLayout は、TPanel のようなコンテ
ナコンポーネントであるが、TLayout
自体は表示されない。また TLayout 自
体の Visible を変更すると、配下のコン
ポーネントの表示／非表示が一括設定で
きる点も便利である。
　レイアウトコンポーネントで一番わか
りやすいのが、TScaledLayout である。
TScaledLayout は縮小／拡大が可能な
フォームレイアウトで、この配下に配置
したコンポーネントは、フォームのサイ
ズ変更に合わせて縮尺が自動的に調整さ
れる。
　TScaledLayout を使用すると、固定
配置したコンポーネントの場合でも、高
解像度ディスプレイの対応が可能とな
る。【図 12】
　次に、TFlowLayout を説明する。こ
れは文章の段落内の単語と同じように、
子コンポーネントを整列させるフォーム
レイアウトである。
　左端から順に貼り付けたコンポーネン
トは、フォームの幅を超えると自動的に
改行される。またフォームの幅が変更さ
れた場合、その変更に応じて改行位置が
自動的に調整されるのが特徴である。【図
13】
　なお文章の場合、段落ごとに改行を入
れるが、それと同じように、並べられた
コンポーネントの途中で改行するのが、
TFlowLayoutBreak である。
　配置したコンポーネントのうしろに
TFlowLayoutBreak を挿入すると、任
意の位置でコンポーネントを改行でき
る。
　この TFlowLayout は、たとえばタブ
レット用アプリケーションで、縦画面と
横画面を切り替えた時に項目の配置を自
動調整する場合に便利である。
　3 つ目に説明するのは、TGridLayout
である。これは等間隔のセルにコンポー
ネントを配置するようなフォームレイア
ウトである。
　1 つのセルの高さと幅を ItemHeight, 
ItemWidth プロパティで設定し、その
中で順番にコンポーネントを配置して利
用する。碁盤目のようなフォームレイア
ウトを作る時に重宝する。【図 14】
　最後は、TGridPanalLayout である。
これは、各コンポーネントがグリッドパ
ネル上のセル内に配置されるフォームレ
イアウトである。
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な場合は、【ソース 1】で実現できる。たっ
たこれだけの処理で、エラー発生時にエ
ラー項目に対してのブリンク（点滅）処
理を実現できる。
 

5．おわりに
　本稿では、PC アプリケーション開発
に役立つ FireMonkey フレームワーク
の基本を説明してきた。Windows 機能
をフル活用したい場合には、VCL 開発
が向いているが、視覚的効果が必要なビ
ジュアルアプリケーションを開発する場
合は、FireMonkey が適切である。
　 目 的 や 用 途 に よ っ て VCL と
FireMonkey を使い分けることで、これ
まで以上に Delphi/400 で開発できるア
プリケーションの幅を広げられるはずで
ある。
� M
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ソース1
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